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会員を対象とした研修会を「ニッカウヰスキー会館」で開催

致しました。

当日は、北後志消防組合余市消防署/救急二係長・救急

ごあいさつ

～11/30（月）10:30～会員研修会・交流会のご報告

事前の打ち合せを行い、顔合わせをして

からｻﾎﾟｰﾄが始まるので、とても安心です。

あいと情報交換を行いました。

救命士：坂井和哉氏を講師にお招きし、「応急手当の基礎

知識について」会員10名の皆さんと共に研修しました。

参加者からは、ひきつけの対処の仕方などについて質問が

あり、皆さん熱心にメモを取っておりました。

研修会終了後、昼食を兼ねた交流会を開催し、和気あい

会員の声

ﾘｰﾀﾞｰさんをはじめ、他の会員さんにも支え

られ、今はお手伝いできて良かったと実感

しております。

られる存在です。

●

●

●

●

お預かりするたびに、その子の成長を目に

することができ、とてもうれしく愛おしく思え

てなりません。

援助会員さんは信頼でき、安心して預け

自分の子育てが終わって随分と経ってお

り、登録するのに戸惑いがありましたが、

平成21年4月よりお世話になっております。

最初にそれぞれのﾘｰﾀﾞｰさんが立ち会って

２

地域の中で「子育て支援事業」の隙間を埋める役割を果たせる様、ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰを

ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰが誕生して２年目となり、「仕事の都合で保育所の迎えが間に合わない。

誰か代わりに行ってほしい」「通院する間、下の子を預かってほしい」などなど、保育

のﾆｰｽﾞは多種多様です。これからもたくさんの会員の皆様方にご協力をいただき、

運営して参ります。どうか来年もご支援の程よろしくお願いいたします。

今年もあわただしく過ぎ去ろうとしておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

依頼会員 ✳子育ての援助を受けたい人 援助会員 ✳子育ての援助を行う人

「安心して預けられる

とても頼りになる

存在です」

事前打合せの様子 →

和気あいあいと打合せを
行っております。



５回

上半期計

✲

～8/28（金）北海道庁赤ﾚﾝｶﾞ庁舎～ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ意見交換会に出席して…

3名 5名 20名

子供の人数 1名 3名 1名 2名 7名

会員数 4名 8名

ｻﾎﾟｰﾄ打合せ会議の実績

区分

リーダー紹介

回数 1回 2回 1回 1回

⑵ 依頼回数 48回

(実人数)

⑴ 依頼会員数 6名

6名 なし 8名

両方会員 38.5歳

西部地区 2名 4名 なし 6名

援助会員

13名 2名 28名計 13名

計 47.5歳

60.4歳

 ※協力会員50名は除く

地区別 依頼会員 援助会員

　　　　③両方会員2名、④協力会員50名

両方会員

地区別会員数

計

【平均年齢】

大川地区 6名 2名 1名 9名

依頼会員 36.1歳

黒川地区 3名 1名 1名 5名

中央地区 2名

平成21年度活動実績 （4～9月）

➊ ➋

➌

➍

会員活動状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月

計78名

　　　　①依頼会員13名、②援助会員13名、

会員加入状況

⑶ ｻﾎﾟｰﾄ実績会員数 6名

(実人数)

⑷ 援助時間数 115時間15分

✳来所又はお電話でも利用できます。

 【会場】福祉ｾﾝﾀｰ入舟分館　 【Tel】22-3156

本年度から隔月毎に「よいち社協」でﾘｰﾀﾞｰ会議を開催しております。どうぞ気軽に声をかけて下さい。

✳毎月第３金曜日13:00～16:00まで

ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの事業内容の周知及び啓発はもとより、会員の募集や活動の取りまとめ、事前打合せの

子育てｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰは1名のﾘｰﾀﾞｰと、現在2名のｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰさんで行っております。

立会い、様々な行事等への参加など必要不可欠な存在となっております。

✲

統括リーダー

佐 々 木 艶 子 星 野 ま ど か
ｻﾌﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ（西部地区）

岩 戸 て る 子
ｻﾌﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ（大川地区）

育児・子育て相談もご利用下さい！

Tel.22－3156

平成21年度会費未納の方は

至急納入方お願いします。

【事務局からのお願い】

子育てサポートセンター

まだ設立して2年目の我々のｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰですが、何よりも援助する側が気軽に

参加できるような“となりのオバサン”的な存在として地域の子育て支援の一端

また、講師の北海道こども緊急さぽねっと総括ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ長谷川氏から、「それぞれの

地域に存在することが第１！」と励ましの言葉を頂きました。今後も、安心して利用して

― 統括ﾘｰﾀﾞｰ　佐々木艶子 ―

の状況や課題について意見交換しました。

全道からﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業の関係職員が参加して、各ｾﾝﾀｰ

を担っていきたいと改めて感じました。

いただける様な組織づくりにつとめていきたいと思います。

援助会員あっての子育てｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰですから。会員の皆様これからもよろしくお願いします！


